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１子どもの権利を守る大人の役割（イメージ）

子ども

長野市

学校、保育所、
児童福祉施設

等

保護者

地 域

社会全体で子どもの権利を保障し、子どもたちが夢を持ち、希望を持って健やかに成長でき
るために、様々な立場にある大人が、それぞれの役割を果たせるように連携し、子どもの権
利の実現に努めることをイメージ

家庭環境づくりや、子どもの
健やかな成長、発達に応じた
支援など

安心安全な環境づくりや地域で
の人との交流など

子どもの主体的な学びなどへ
の支援

関係機関との連携、子ども施策
への取組、総合的な役割など

市 民

子どもの権利への理解・子ども施
策の取組への協力

２



児童の権利に関する条約

第四条
締約国は、この条約において認められる権利の実現のため、すべての適当な立法措置、行政措
置その他の措置を講ずる。締約国は、経済的、社会的及び文化的権利に関しては、自国におけ
る利用可能な手段の最大限の範囲内で、また、必要な場合には国際協力の枠内で、これらの措
置を講ずる。

第十八条
１ 締約国は、児童の養育及び発達について父母が共同の責任を有するという原則についての
認識を確保するために最善の努力を払う。父母又は場合により法定保護者は、児童の養育及び
発達についての第一義的な責任を有する。児童の最善の利益は、これらの者の基本的な関心事
項となるものとする。
２ 締約国は、この条約に定める権利を保障し及び促進するため、父母及び法定保護者が児童
の養育についての責任を遂行するに当たりこれらの者に対して適当な援助を与えるものとし、
また、児童の養護のための施設、設備及び役務の提供の発展を確保する。
３ 略
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【参考】児童の権利に関する条約、こども基本法に定められた大人の役割①



こども基本法

（基本理念）
第三条 こども施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。
一～四（略）
五 こどもの養育については、家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責任
を有するとの認識の下、これらの者に対してこどもの養育に関し十分な支援を行うとともに、
家庭での養育が困難なこどもにはできる限り家庭と同様の養育環境を確保することにより、こ
どもが心身ともに健やかに育成されるようにすること。
六（略）

（国の責務）
第四条 国は、前条の基本理念（以下単に「基本理念」という。）にのっとり、こども施策を
総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

（地方公共団体の責務）
第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、こども施策に関し、国及び他の地方公共団体
との連携を図りつつ、その区域内におけるこどもの状況に応じた施策を策定し、及び実施する
責務を有する。
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【参考】児童の権利に関する条約、こども基本法に定められた大人の役割②



こども基本法

（事業主の努力）
第六条 事業主は、基本理念にのっとり、その雇用する労働者の職業生活及び家庭生活の充実
が図られるよう、必要な雇用環境の整備に努めるものとする。

（国民の努力）
第七条 国民は、基本理念にのっとり、こども施策について関心と理解を深めるとともに、
国又は地方公共団体が実施するこども施策に協力するよう努めるものとする。

５

【参考】児童の権利に関する条約、こども基本法に定められた大人の役割③


